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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
3 0 1 2 5 12 4 7 1 2 6 8 6 4 1 0
5 * 2 4 6 8 6 8 4 0 2 2 0 1 0 0
6 0 1 2 2 2 3 4 1 0 1 1 0 0 0 0
10 * 0 5 2 2 2 3 2 1 0 1 1 2 0 0
11 * 0 2 1 3 1 4 3 0 1 1 0 4 0 0
21 * 0 2 5 8 1 2 1 1 9 10 0 0 0 2
24 * 0 1 0 0 0 0 2 1 1 2 0 1 1 0
35 0 0 1 0 1 2 2 0 0 1 1 0 4 1 0
41 0 3 3 1 2 1 2 4 2 1 3 0 3 0 0
84 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
4 * 0 0 2 7 0 0 0 1 3 4 1 1 1 0
7 * 0 2 7 12 3 4 4 0 1 1 0 0 0 0
8 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0
9 * 0 0 3 7 1 2 3 2 0 2 0 0 1 1
11 * 0 0 2 2 2 2 2 1 0 1 0 0 0 0
12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
13 * 0 0 7 13 1 2 4 1 11 12 0 1 0 0
14 0 0 0 2 4 0 0 4 2 2 4 1 0 0 0
18 0 0 0 2 6 2 2 5 2 6 8 0 1 1 0
30 0 0 1 6 10 10 11 5 0 4 4 1 6 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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中原 啓太 4 16
池田 楓 6 32
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草川 涼輔 4 17
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大橋 隆宏 0
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生越 陸也 2
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大阪体育大学
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野見 悠人 12 25
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-
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1部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2018.09.09
同志社大学開始時間 10:00

会　　場 京都産業大学

2018年度関西学生バスケットボールリーグ戦

同志社大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点3 勝ち点1試合ＮＯ 116

85 83

敗チーム

大阪体育大学

男子

戦評
【総括】
先日の試合で近畿大学と接戦を繰り広げた大阪体育大学と、下剋上をめざし勢いに乗っている同志社大学の熱い
戦いが期待される好カード。序盤はお互いの意地がぶつかり合い、どっちに転ぶとも分からない展開となったが、試
合が動いたのが第2ピリオド中盤。同志社が持ち味の3Pシュートで大体大をねじ伏せる。大体大は追いかける形とな
るが、最後まで自分たちのプレースタイルを貫き、第4ピリオド序盤に流れを掴む。最後は大体大のファウルの多さが
痛手となり、85-83で同志社が勝利した。
【第1ピリオド】
まず先制点を奪ったのは大体大#11志水。その後は同志社が連続して得点を重ね、流れを一気に持っていく。積
極的な攻撃を続け、ファウルをもらいフリースローを確実に点に繋げる。終盤、大体大#30藤本のドライブが同志社の
流れを食い止め、19-11で同志社のリードで第１ピリオドを終える。
【第2ピリオド】
　何とか点差を巻き返したい大体大。積極的にゴールに切りこんでいくも、同志社#6柳原、#41野見、#3下田が連続し
て3Pシュートを収め、一気に大体大を突き放す。さらに、チームファールがかさみ、大体大にとって苦しい展開とな
る。最後は同志社#21田辺がミドルシュートを決め、44-26で同志社のリードで前半を折り返す。
【第3ピリオド】
なんとか流れを変えたい大体大。大体大の強みであるドライブから得点に繋げ、少しずつ点差を縮めていく。両者
の意地がぶつかり合う非常に熱い展開になってきた。しかし、同志社の堅実な守備に阻まれ、思うように点数を重ね
ることが出来ず、63-51で同志社がリードを保ったまま第３ピリオド終了。
【第4ピリオド】
もうこれ以上点差を開けたくない大体大。#13伴が連続して2Pシュートを決め、点差を1桁にまで詰める。残り6分、大
体大#30藤本がバスケットカウントを決め、会場を沸かせた。そして、司令塔#7山田がアーリーオフェンスによりシュー
トを決め、ついに同点にまで追い詰めるが、同志社も黙ってはいられない。3Pシュートを2本連続で決め、再び点差を
開く。残り2分を切ってからはシーソーゲームが続くが、冷静さを失わず我慢強さを見せた同志社が試合を制した。
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